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１．背  景  

 

福岡教育大学は，１９４９年（昭和２４年）に福岡第一師範学校・福岡第二師範学校・

福岡青年師範学校の 3 校を母体として，新制大学として発足し，各地に分散していた高等

教育の教育・研究施設群を１９６６年（昭和４１年）に現在の赤間キャンパスに統合移転

した大学である。また，教育学部の特色でもある附属の小・中学校を福岡，小倉，久留米

に設置している。このため，主な教育研究施設等は，本学統合時に整備されたものであり

，経年３０年を越える建物が全体の８割となり，なかでも建築後５０年以上の老朽施設が

全体の約５割になろうとしており，施設の老朽化が深刻な状況にある。 

このような状況の中で，国民生活や社会経済活動を支えるインフラに関する維持管理等

の方向性を示す基本的な計画「インフラ長寿命化基本計画」が平成２５年１１月に策定さ

れた。 

この基本計画を踏まえ，文部科学省は「文部科学省インフラ長寿命化計画（行動計画）

」を策定し，そのなかで国立大学法人等に対し，２０１６年（平成２８年）度末までにイ

ンフラ長寿命化計画（行動計画）を策定し，２０２０年（令和２年）度末までにインフラ

長寿命化計画（個別施設計画）を策定するよう求めている。 

本学ではこの基本計画に基づき，平成２９年１月に国立大学法人福岡教育大学インフラ

長寿命化計画（行動計画）を策定している。 

 

 

 

  

高度経済成長期（昭和 30 年代～40 年代） 集中的にインフラを整備 

笹子トンネル天井板崩落事故等の重大事故が多発 

インフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議  

文部科学省  

文部科学省長寿命化計画（行動計画）  

※全ての大学でインフラ長寿命化計画を策定することが盛り込まれる。  

福岡教育大学  

インフラ長寿命化計画（行動計画） 

インフラ長寿命化計画（個別施設計画）   

インフラ長寿命化基本計画  平成 25年 11 月  

平成 27年 3 月  

平成 24年 12 月  

平成 29年 1月  

令和 2年 11 月  
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２．目  的   

 

国立大学法人福岡教育大学インフラ長寿命化計画（個別施設計画）（以下，「本計画」

という。）は，前記の背景を踏まえ，施設の長寿命化を図り，適切に維持管理するために

必要な修繕・改修・改築等に係るトータルコストの縮減や予算の平準化を図ることを目的

として策定する。 

 

 

３．計画期間   

   

計画期間は，２０２０年から２０５９年度の４０年間とする。 

本計画は，工事の進捗状況や改修・改築後の運用状況を踏まえ，また，中期目標の設定

期間や予算の平準化を考慮し，見直しの必要が生じた場合は，状況に応じて適宜見直すこ

ととする。 
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４．対象施設   

 

  本計画で対象とする建物は，原則として１００㎡以上の建物を対象とする。 

   なお，学生寄宿舎・職員宿舎については，必要性や費用対効果等を検討しながら 

状況に応じて規模の縮小や廃止等を行う。 

プールと一体とみなすプール附属屋は１００㎡未満であるが対象施設とする 

（対象施設）84 棟 

 

 

 

                             【2020 年３月時点】  

団地名 

番

号 

棟 

番

号 

棟名称 

構

造 

階

数 

建築

面積 棟面積 

建 

築 

年 

経

年 

赤間 1 1 人文社会教棟 R 3 1713 3378 1964 55 

赤間 2 2 共通講義棟 R 4 2055 3936 1966 53 

赤間 3 3 自然科学教棟 R 4 2002 7676 1965 54 

赤間 4 5 美術・書道教棟 R 2 1677 2660 1965 54 

赤間 5 6 事務局・学生会館 R 3 2722 4744 1965 54 

赤間 6 7 図書館･教育･心理教棟 R 5 3075 6785 1965 54 

赤間 7 8 音楽教棟 R 3 1567 2151 1965 54 

赤間 8 9 女子寮 R 4 2747 6468 1965 54 

赤間 9 10 体育館 RS 1 2274 2274 1965 54 

赤間 10 11 事務局倉庫 R 1 326 392 1966 53 

赤間 11 12 ものづくり創造教育センターＢ棟 R 2 188 427 1966 53 

赤間 12 15 宗像宿舎２棟 R 4 195 780 1966 53 

赤間 13 16 宗像宿舎１棟 R 4 234 936 1966 53 

赤間 14 19 中央ボイラ棟 R 1 232 232 1967 52 

赤間 15 20 保健体育教棟 R 2 487 782 1967 52 

赤間 16 21 健康科学センター R 2 286 409 1967 52 

赤間 17 22 宗像宿舎３棟 R 4 468 1870 1967 52 

赤間 18 26 第１武道場 RS 1 432 432 1967 52 

赤間 19 27 特別支援教育第一教棟 R 3 416 1188 1969 50 

赤間 52 棟 66,779 ㎡ 

吉武 1 棟 4,042 ㎡ 

西公園 11 棟 12,469 ㎡ 

久留米 9 棟 10,223 ㎡ 

小倉 11 棟 10,868 ㎡ 

計 84 棟 104,381 ㎡ 
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団地名 番

号 

棟 

番

号 

棟名称 
構

造 

階

数 

建築

面積 

棟面積 建 

築 

年 

経

年 

赤間 20 28 学生センター R 2-1 562 1018 1971 48 

赤間 21 29 技術教棟 R 2-1 295 705 1969 50 

赤間 22 33 スポーツ研修棟 S 2 352 540 1970 49 

赤間 23 36 宗像宿舎４棟 R 4 234 935 1970 49 

赤間 24 38 大講義棟 R 2 910 1735 1972 47 

赤間 25 40 管理・遊戯棟 R+S 1 468 406 1972 47 

赤間 26 43 保育棟 R 1 283 250 1972 47 

赤間 27 45 鋳鍛造室 S 1 126 126 1972 47 

赤間 28 65 城山会館 R 2 426 499 1964 55 

赤間 29 67 車庫 S 1 300 300 1973 46 

赤間 30 71 英語習得院棟 R 2 402 804 1976 43 

赤間 31 86 特別支援教育第二･幼児教育教棟 R 2 236 470 1977 42 

赤間 32 100 技術科温室 S 1 119 119 1980 39 

赤間 33 105 家政教棟 R 3 810 2400 1966 53 

赤間 34 106 受配電棟 R 1 100 100 1982 37 

赤間 35 109 人文演習棟 R 4 160 658 1983 36 

赤間 36 114 教育総合研究所 R 2 225 450 1984 35 

赤間 37 116 彫塑実習室 S 1 320 176 1985 34 

赤間 38 117 大学院（学校・特別支援） R 2 150 300 1986 33 

赤間 39 118 大学院（音楽） R 1 203 203 1986 33 

赤間 40 121 大学院（理科） R 1 204 200 1989 30 

赤間 41 122 大学院（美術） R 1 164 160 1989 30 

赤間 42 123 教育総合研究所附属特別支援教育センター R 3 376 1074 1991 28 

赤間 43 124 第２武道場 RS 1 673 575 1993 26 

赤間 44 129 文化系サークル部室Ａ棟 S 2 116 169 2006 13 

赤間 45 130 文化系サークル部室Ｂ棟 S 1 106 106 2006 13 

赤間 46 131 体育系サークル部室Ａ棟 S 1 81 81 2006 13 

赤間 47 132 体育系サークル部室Ｂ棟 S 2 108 163 2006 13 

赤間 48 133 舞踊場 S 1 174 166 2006 13 

赤間 49 134 部室棟 S 1 374 374 2007 12 

赤間 50 135 教職大学院棟 S 2 555 1109 2008 11 

赤間 51 136 ものづくり創造教育センターＡ棟 R 2 1419 2295 2013 6 

赤間 52 137 アカデミックホール S 1 621 593 2013 6 

吉武 1 1 男子寮 R 4 1779 4042 1965 54 
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団地名 番

号 

棟 

番

号 

棟名称 
構

造 

階

数 

建築

面積 

棟面積 建 

築 

年 

経

年 

西公園 1 1 一般教棟 R 3 1524 3693 1985 34 

西公園 2 2 家庭科教棟 R 2 329 638 1967 52 

西公園 3 3 体育館（附小） RS 1 1044 968 2009 10 

西公園 4 5 プール附属屋（附小） B 1 76 76 1979 40 

西公園 5 6 一般教棟 R 3 926 2575 1993 26 

西公園 6 7 特別教棟 R 3 374 1086 1962 57 

西公園 7 8 特別支援学級教棟 R 2 912 1199 1971 48 

西公園 8 9 教生研修棟 R 2 140 301 1978 41 

西公園 9 14 体育館（附中） RS 2 1141 1193 2006 13 

西公園 10 15 武道場 RS 2 426 686 1988 31 

西公園 11 16 プール附属屋（附中） B 1 54 54 1964 55 

久留米 1 1 校舎 R 2 2586 4103 1993 26 

久留米 2 2 体育館（附小） RS 2 877 975 1994 25 

久留米 3 3 プール附属屋（附小） B 1 47 47 1983 56 

久留米 4 5 一般教棟 R 3 1178 3108 1971 48 

久留米 5 6 第２特別教棟（附中） R 3 148 381 1981 38 

久留米 6 7 体育館（附中） RS 1 1047 885 1996 23 

久留米 7 8 武道場 RS 1 392 353 1984 35 

久留米 8 9 教生研修棟 R 1 304 301 1978 41 

久留米 9 10 プール附属屋（附中） B 1 70 70 1966 53 

小倉 1 1 管理部・一般教棟 R 2 1872 2949 1989 30 

小倉 2 2 特別教棟 R 2 872 1044 1989 30 

小倉 3 7 Ａ棟（特別教棟） S 3 522 1461 1970 46 

小倉 4 5 プール附属屋（附小） B 1 50 50 1965 49 

小倉 5 8 Ｂ棟（管理棟） S 2 683 1091 1970 49 

小倉 6 9 Ｃ棟（一般教棟） S 2 485 855 1970 49 

小倉 7 10 総合学習棟 R 2 603 938 2002 17 

小倉 8 13 体育館（附小） RS 1 917 884 1996 23 

小倉 9 14 武道場 RS 1 378 350 1992 27 

小倉 10 15 プール附属屋（附中） S 1 65 56 1972 47 

小倉 11 20 体育館（附中） RS 2 1129 1174 2009 10 
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赤間団地の建物経年状況 

西公園団地の建物経年状況 久留米団地の建物経年状況 

小倉団地の建物経年状況 
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５．施設の目指すべき姿  

 

 

キャンパス・マスタープラン 2016-2017 より 

 

１－１章（１）キャンパス・マスタープランの基本方針 

 １．自ら学び，皆と学ぶ，活力あるキャンパス 

 ２．将来を見据えた，コンパクトで多様性を持ったキャンパス 

 ３．地域と共に持続・成長するキャンパス 

 

この基本方針より，施設の目指すべき姿を定め整備方針とする。 

 

 

 

〇安全・安心な教育研究環境の基盤の整備 

・老朽化により劣化している教育研究基盤を，安全で信頼性の高い施設に再生 

・耐震診断及び耐震化の実施 

 

 

〇機能強化等変化への対応 

・新たな教育・研究環境及び学生ニーズに対応した環境の整備 

 ・ＩＣＴ,ＧＩＧＡスクール等先進技術の利用に対応した環境の整備 

 

 

〇快適な教育研究環境の整備 

・室内環境の整備（換気，採光，照明，空調環境等の設備） 

・バリアフリー設備の整備（スロープ，多目的トイレ等） 

・感染症拡大防止等社会の要請を実現する環境の整備 
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６．キャンパス・マスタープランとインフラ長寿命化計画との関係  

 

 大学施設は，人材・資金・情報と同様に，経営資源の一つである。 

 大学の理念やアカデミックプランの実現を目指し，戦略的な運営を行い，教育研究や財務

の戦略と整合性を図りながら，最小限の投資により最大の成果・効果をあげなければならな

い。 

  

本学においても，施設マネジメントを経営者層のトップマネジメントとして，全学的体制

で実施するとともに，施設の質の管理（クオリティマネジメント），施設の運用の管理（スペ

ースマネジメント），施設に要する費用の管理（コストマネジメント）の３つの視点の総合的

なバランスを図りながら，具体的な実施方針を検討し，PDCＡサイクルを確立するとともに

検証・評価を行い，取組を継続的に改善する。 

（キャンパス・マスタープラン 2016-2017 ５章 施設マネジメントの基本方針より） 

 

キャンパス・マスタープランとインフラ長寿命化計画は，施設整備・維持管理の面で密接

に関係しており，これらは一体的な計画として取り扱う。 

 また本学では，予防保全を適切に行うために，施設職員による建物点検を定期的に実施

し，建物や設備の不具合状況を把握しており，この点検結果を踏まえて個別施設計画を策定

している。 
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７．施設の実態  

 

 施設の現状 

（１）基本情報 

   ○ 所在地 

赤間地区 ：福岡教育大学校舎等（福岡県宗像市赤間文教町１番１号） 

西公園地区：附属福岡小・中学校（福岡市中央区西公園１２番１号） 

久留米地区：附属久留米小・中学校（福岡県久留米市南１丁目３番１号） 

小倉地区 ：附属小倉小・中学校（福岡県北九州市小倉北区下富野３丁目） 

吉武地区 ：男子寮（福岡県宗像市武丸８３２番地の１） 

遠賀地区 ：課外活動施設（福岡県遠賀郡遠賀町広瀬 1189 番２号） 

 

 

 

   ○ 学生・教職員数（令和２年.5.1 現在） 

    教育学部：2,614 人，大学院教育学研究科並びに専攻科 194 人 

    附属学校：幼児数 50 人，児童数 1,285 人，生徒数 1,090 人 

    教職員数：405 人 

 

 

   ○ 財務（収支予算額） 5,834 [百万円]（令和元年度）  
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（２）施設の配置状況 

 

 ○団地案内図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○対象施設一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団地 
番号 

 
団地名 

施設数 

（棟） 

延べ床面積 

（㎡） 

 
学部棟名 

 
 
 

001 

 
 

赤 間 

 
 

52  

 
 

66,779  

 
教育学部，共通教育，教育総合研究所，健康科学
センター，附属特別支援教育センター，附属幼稚
園，事務局，図書館，屋内運動場，福利施設，大
学課外活動施設，学生寄宿舎，職員宿舎 
 

 
002 

 
吉 武 

 
1  

 
4,042  

 
学生寄宿舎 
 

 
003 

 
福 間 

 
0  

 
0  

 
更地 
 

 
004 

 
鳥 飼 

 
0  

 
0  

 
更地 
 

 
005 

 
西公園 

 
11  

 
12,469  

 
附属福岡中学校，附属福岡小学校 
 

 
006 

 
久留米 

 
9  

 
10,223  

 
附属久留米中学校，附属久留米小学校 
職員宿舎 
 

 
007 

 
小 倉 

 
11  

 
10,868  

 
附属小倉中学校，附属小倉小学校 
 

 
009 

 
遠 賀 

 
０  

 
０  

 
大学課外活動施設（対象外） 
 

  
計 

 
84  

 
104,381  
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（３）施設の老朽化状況の実態 

   本学が保有する建物で建築後４５年以上の老朽施設はおよそ６３％，２６年以上 

  の施設はおよそ８５％を占める状況である。 

   また，改修割合については改修済および一部改修済が５３％，未改修が４７％ 

建築後４５年以上の未改修老朽施設は１４％，２６年以上の未改修施設は３２％ 

である。 

   

 

 建物経年別状況 

 2019 年度基準 

経年 保有面積 改修済 一部改修済 未改修 経年割合 

50 年以上 52,479 ㎡ 29,063 ㎡ 13,140 ㎡ 10,276 ㎡   

  48.5% 26.9% 12.1% 9.5% 45 年以上 

45 年以上 15,088 ㎡ 8,987 ㎡ 825 ㎡ 5,276 ㎡ 62.5% 

50 年未満 14.0% 8.3% 0.8% 4.9%  

40 年以上 2,839 ㎡ 691 ㎡ 804 ㎡ 1,344 ㎡ 35 年以上 

45 年未満 2.5% 0.6% 0.7% 1.2% 45 年未満 

35 年以上 4,947 ㎡ 2,607 ㎡ 0 ㎡ 2,340 ㎡ 7.1% 

40 年未満 4.6% 2.4% 0.0% 2.2%  

30 年以上 11,300 ㎡ 1,063 ㎡ 0 ㎡ 10,237 ㎡ 26 年以上 

35 年未満 10.5% 1.0% 0.0% 9.5% 35 年未満 

26 年以上 5,046 ㎡ 27 ㎡ 0 ㎡ 5,019 ㎡ 15.1% 

30 年未満 4.6% 0.025% 0.0% 4.6%  

25 年以下 16,453 ㎡ 5 ㎡ 0 ㎡ 16,448 ㎡ 25 年以下 

  15.3% 0.005% 0.0% 15.3% 15.3% 

 

計    

 108,152 ㎡ 

 

42,443 ㎡ 

39.2% 

14,769 ㎡ 

13.6% 

50,940 ㎡ 

47.2% 
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62.5%
7.1%

15.1%

15.3%

経年割合（全団地）

45年以上 35年以上45年未満

26年以上35年未満 25年以下

35.2%

12.9%14.4%

3.0%
0.7%

3.4%

1.0%
0.0% 14.1%

0.0%
0.0%

15.3%

改修割合

全面改修 一部改修 未改修

52,479 

15,088 

2,839 4,947 

11,300 

5,046 

16,453 

48.5%

14.0%

2.5%
4.6%

10.5%

4.6%

15.3%

0
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40年以上

45年未満

35年以上
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30年以上

35年未満

26年以上

30年未満

25年以下

(㎡) 建物経年劣化状況（全団地）
未改修

一部改修

全面改修
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各キャンパスの状況 

 赤間・吉武地区の保有施設は約７.２万㎡であるが，全体の７割の施設が経年４５年を超過して

おり，そのうち未改修の施設は約１.４万㎡（約１９％）となっている。 

 附属学校については，西公園・久留米・小倉の３地区をあわせ約３.６万㎡の施設を保有してお

り，全体の 4 割の施設が経年４５年を超過しており，そのうち未改修の施設は約０.２万㎡（約

６%）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

赤間・吉武 

久留米 小倉 

西公園 
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14 
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（㎡）
建物経年劣化状況（西公園団地）

未改修 一部改修 全面改修

1,715 
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2,239 
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（４）基幹設備（ライフライン）の状況 

 

基幹設備（ライフライン）では電力線，通信線，給水管において，設置後３０年（法定耐

用年数の２倍）を経過している設備の幹線部分について，大部分が２０１９年度までに施設

整備費補助金で更新された。 

排水管において，幹線部分は西公園の排水管を２０２０年度に更新する。その他，各建物

から幹線までの接続配管を，建物改修時に更新することとしている。 

なお，ガス管については宗像宿舎のプロパンガスが大半であり，今後，宿舎のあり方を含

め検討することとする。 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  3.7%

17.7%

3.3%

1.5%

0.0%

21.7%

13.8%

3.5%

6.6%

1.5%

25.1%

29.5%

10.6%

5.8%

0.2%

20.2%

19.8%

52.9%

46.0%

29.9%

29.3%

19.2%

29.7%

40.1%

68.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ガス管

排水管

給水管

通信線

電力線

基幹設備経過年数 (2019年度基準)

経年40年以上 経年39年～30年 経年29年～20年 経年19年～10年 経年0～9年
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（５）施設等維持管理経費執行状況     

                   

 

 

 

 

  

   年度 

項目 

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 5 年平均 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 

建 築 関 係 143 52,162 120 49,358 91 52,079 107 89,269 135 64,765 119 61,527 

電気設備関係 56 29,068 44 6,382 48 13,238 38 5,978 53 38,280 48 18,589 

機械設備関係 84 21,640 73 12,164 60 13,157 77 14,019 101 26,352 79 17,466 

合   計 283 102,870 237 67,904 199 78,474 222 109,266 289 129,397 246 97,582 
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※緑地管理を含む



  

     国立大学法人福岡教育大学 

 17 
 

（６）エネルギー使用量および料金の推移 

  エネルギー使用量と料金は，平成２７年度から減少に転じている。 

ボイラーを熱源とする暖房設備を平成 26 年度に廃止したことにより，重油の 

使用が無くなり電気使用量がエネルギー構成割合の約 9５%を占めている。 
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(平成22年度)
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0.6%
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（千円） 【 エネルギー料金 】

電気料金 ガス料金 灯油料金 重油料金

103,170 
109,245 

97,787 95,491 
88,475 
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0.4%
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10.8%

（ｋL） 【 エネルギー使用量(原油換算) 】

電力 ガス計 灯油 重油

1,544 

1,376 1,384 1,381 
1,258 

1,166 



  

     国立大学法人福岡教育大学 

 18 
 

（７）施設整備関連経費の推移 

                                                              (千円) 

     年度 

予算費目 

平成 

２７年度 

平成 

２８年度 

平成 

２９年度 

平成 

３０年度 

令和 

元年度 
５年平均 

施設整備費補助金 333,720 142,915 110,160 264,600 435,350 257,349 

施設費交付金 27,000 36,040 22,000 22,000 22,000 25,808 

自己資金による整備 99,535 62,069 69,505 101,655 84,573 83,467 

施設整備関連 

経費計 
460,255 241,024 201,665 388,255 541,923 366,624 

※自己資金による整備は施設維持管理経費より緑地管理を除外 

 

 施設整備関連予算には，運営費交付金（自己資金）・施設費交付金・施設整備費補助

金等があるが，本学の施設整備関連経費は，施設整備費補助金と施設費交付金が支出

の７７％を占めており，補助金に大きく依存している。この施設整備費補助金は年度

により予算額が変動している。また，運営費交付金（自己資金）による整備は，緊急

性の高い修繕工事及び計画的な施設・設備の老朽化改修・更新工事に充当している。 

個別施設計画策定を機に年次計画等を立案するともに，自己資金による継続的な予

算確保が必要である。 
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８．施設整備の基本的な方針  

 

８－１ 長寿命化の基本方針 

 これまで 40 年から 50 年で改築を基本としたサイクルで検討していたが，長寿命化

計画では，耐用年数は８０年を目標として，20 年程度のサイクルで原状回復のための

改修を行い築 40 年程度で長寿命化改修を行い，その後改築までの期間に再度原状回

復のための改修を行うことで建物の長寿命化を図る。 

 なお，小規模施設等については集約化や廃止等についても検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇長寿命化改修とは 

  建物の全体の物理的な不具合を直し，  

耐久性を高めることに加え，機能や性能 

を現在の建物に求められている水準まで 

引き上げる改修 
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８－２ 法定耐用年数と計画更新年数 

 

工種 法定耐用年数 計画更新年数 

防水 10 ２０ 

外壁 １０ ２０ 

内壁 ２２ ３０ 

照明設備 １５ ２０ 

空調設備 １３ ２０ 

昇降機設備 １７ ２５ 

受変電設備 １５ ２５ 

給排水衛生設備 １５ ２０ 

 

８－３ 改修等の整備水準 

 改修等の整備水準は，建物の構造体や外装（屋上防水・外壁）等の長寿命化改修等

により建物の耐久性を高めるとともに，省エネ化や安全安心な教育・研究環境の整備

を行い，建物の機能性能の向上を図ることとする。 

 

○主な改修内容 

項目 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ元年度 

施設の機能性確保       
大 1 講義室

内装改修 

 女子寮 

内装改修 

屋上防水の耐久性 
事務局屋上

全面貼替 
  

図書館屋上

一部補修 
  

学生食堂 

一部貼替え 

外壁タイル部分及び浮

き部分補修 
  

事務局 

タイル補修 
  

学生食堂 

西面貼替え 
  

外部建具の複層ガラス

化による高断熱化 
    

音楽教棟 

建具改修 
    

トイレの洋式化及び 

ドライ化 
      

久留米小 

体育館便器 

小倉小一般

教棟便器 

照明器具のＬＥＤ化 
共通講義棟

講義室 
      赤間体育館 

空調設備の効率化     
自然科学 

教棟 1階 
    

バリアフリー対応   
共通講義棟

スロープ 
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８－４ 構造躯体の健全性及び構造躯体以外の劣化状況等の評価 

 

長寿命化を行う上で，各建物の躯体等の劣化状況についても確認する必要がある。 

本学においては，「耐震診断実施状況調査」のとおり旧耐震基準の建物の耐震化整備

はほぼ完了しており，構造躯体において特に腐食や劣化の進行が著しい建物はないこ

とから，外装及び内部改修を行うことで長年使用できるとみなし，本計画の対象施設

８4 棟については全て長寿命化改修を実施するとして試算を行う。 

構造躯体以外の劣化状況については，平成 29 年 3 月文部科学省において取りまと

められた「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」（以下「文部科学省解説書」と

いう。）による調査方法や評価基準を参考とし，屋根・屋上，外壁については目視によ

る確認，内部仕上・電気設備・機械設備については，経過年数等を確認し劣化状況の

把握を行い，対象建物ごとに「劣化状況評価表」を作成し健全度の算定を行った。 

各建物の評価結果を，「建物情報一覧表」にまとめる。 

 

 

〇耐震診断実施状況調査 
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〇構造躯体以外の劣化状況調査 （劣化状況評価表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

評価基準 

目視による評価  

【屋根・屋上，外壁】 

 

経年数による評価 

【内部仕上げ，電気設備，機械設備】 

 評価 基 準  評価 基 準 

 良好  A 概ね良好  良好  A 25 年以下 

 

 B 部分的に劣化 

（安全上・機能上問題なし） 

 B 26 年以上～35 年未満 

 

 C 広範囲に劣化 

（安全上・機能上不具合の兆し） 

 C 35 年以上～45 年未満 

 

 
 

劣化  

D 早急に対応が必要 

（安全上・機能上問題あり） 

（躯体の耐久性に影響を与える）等 

 
 

劣化  

D 45 年以上 

または経年に関わらず 

著しい劣化がある場合 
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〇建物情報一覧表  
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９．長寿命化の実施計画  

 

９－１ 改修等の優先順位付けと実施計画 

長寿命化を図る施設の性能維持のための整備の優先順位の考え方は，経年の進んだ

もので，利用者の多い講義棟・教棟・校舎・福利施設・体育施設を優先的に整備する

ことを基本とする。 

 

１）各部位毎の優先順位 

○期待耐用年数を超えたものを優先順位の上位とするが，劣化の程度や故障・不具合

の履歴等があるものを優先的に整備することを基本とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）改修等を実施するための財源 

○大規模改造（原状回復等） 

学内経費，施設整備費補助金，施設費交付金 
 
○長寿命化改修（機能向上） 

  施設整備費補助金，施設費交付金 
 
○改築 

  施設整備費補助金 
 
○トリアージ（不要建物の廃止等） 

学内経費他 

 

 

  

優先度  経年 利用者 劣化度 

高  古い 多い 激しい 

  ↑ ↑ ↑ 

  ↓ ↓ ↓ 

低  新しい 少ない 少ない 

大規模改造 

トリアージ 

長寿命化改修 

改 築 

学内経費他 

（自己資金） 

施設整備補助金 

施設費交付金他 
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○大規模改造（原状回復等） 

 これまでは，建物の大規模改修が実施されない建物は屋上防水や外壁の劣化が進

み，漏水等が発生してから対応する事後保全が主であった。このことは教育研究に支

障を来すだけでなく，建物の寿命にも影響を及ぼすことが想定できることから，今後

は，大規模改造にとらわれずに個別施設毎に期待耐用年数を超えたもの（屋上防水・

外壁・照明・空調・トイレ）や点検において劣化が見られるものについては，予防保

全を実施して性能を維持する改修を適切に行うこととする。 

 財源については，学内予算及び施設費交付金を基本とするが，金額が大きく学内予

算で対応しきれないものは，施設整備費補助金や施設費交付金で対応する。 

 

 

○長寿命化改修（機能向上） 

 経年による劣化を解消するだけでなく，教育研究環境の変化に対応できる大規模改

修を行い，建物の機能や性能を回復させる改修を行う。金額が大きくなるため施設整

備費補助金や施設費交付金で対応する。 

 

 

○改築 

 本学は，１９６６年（昭和４１年）に現在の赤間キャンパスに統合移転しており施

設の耐用年数の８０年を超過するのが２０４０年代となるため，改築中心の整備が必

要になる時期が見込まれることから，改築を見据えたキャンパス・マスタープランの

見直しを行い，現在は２階から３階建ての低層建物が大部分となっていることから中

高層建物で土地の有効活用を図りつつ，保有面積の抑制やコスト縮減を図る計画を作

成する。 
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○施設のトリアージ（不要建物の廃止等） 

 本学では，福利厚生施設について民間資金を活用する計画を進めており，宿舎や学

生寮については，利用状況や必要性が低いものは廃止や規模の縮小によるコスト縮減

や用途変更による施設の有効活用に努める。 

 

対象建物 

団地 建物番号 建物名称 面積 ㎡ 建築年 

赤 間 ９ 女子寮 ６，４６８ １９６５ 

赤 間 １６ 宗像宿舎１棟 ９３６ １９６６ 

赤 間 １５ 宗像宿舎２棟 ７８０ １９６６ 

赤 間 ２２ 宗像宿舎３棟 １，８７０ １９６７ 

赤 間 ３６ 宗像宿舎４棟 ９３５ １９７０ 

赤 間 ６５ 城山会館 ４９９ １９６４ 

吉 武 １ 男子寮 ４，０４２ １９６５ 

久留米 １８ 久留米宿舎 １，３７６ １９７２ 

合 計   １６，９０６  

 

※建物面積は１棟扱いの面積，建築年は最初の建築年を記載 
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９－２ 長寿命化によるコストの見通しと効果 

 

運営費交付金が年々縮小傾向にある中で建物の老朽化は急速に進んでおり，施設の

整備や維持管理を行うための財源確保は大きな課題となっている。そのため，今後の

施設の規模等についても適正化に向けた見直しが必要である。また改修計画を，従来

型の改修から長寿命化型改修を実施した場合のコストを試算し，長寿命化による効果

を検証する。 

 

 

 

１）ライフサイクルコストの試算 

  本学における施設の長寿命化を行った時のコストの見通しと改築中心の場合との

コストを試算して比較する。 

 

＜試算の条件＞ 今後４０年間で試算 

従来型改修・・・・・経年２５年で大規模改修 

経年５０年で改築 

 

長寿命化型改修・・・経年２０年で性能維持改修（原状回復） 

経年４０年で長寿命化改修（機能向上） 

経年６０年で性能維持改修（原状回復） 

経年８０年で改築 

 

整備費用の試算にあたっては，令和２年度国立大学法人施設整備等要求書・同関係

資料作成要領【追補版】の建物種別単価の文化系学部単価を元に，改築単価を２５万

円／㎡とし，改修比率から長寿命化改修（大規模改修・機能向上）単価を１５万円／

㎡（改築の６割），大規模改造（性能維持改修・原状回復）単価を６万円／㎡で試算し

ている。 

 

総事業費は，従来型改修が３０１億円，長寿命化型改修が２３６億円となり４０年

間の総事業費を６５億円削減できる。 

 

長寿命化改修において，令和２６年度頃から経年８０年を超過する建物が増加する

ため，改築に伴いコストが増加傾向にあることがわかる。それまでには改築後を見据

えたキャンパス・マスタープランを改定し，コストの見直しを行う必要がある。 
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９－３ 今後の維持・更新コスト 

 

１） 今後の維持・更新コスト（従来型） 

 

 

 

  今後の改修費用を従来型（経年 25 年で大規模改修，経年５０年で改築を基本）

で試算すると，今後４０年間で必要となる金額は約３０１億円（７.５３億円／年）

となった。これは，本学の過去５年度の施設整備関連経費の平均が３.６７億円／年

に対して毎年３.８６億円の増額費用が必要となることがわかる。 
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２）今後の維持・更新コスト（長寿命化型） 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の改修費用を長寿命化型（経年 2０年で性能維持改修（予防保全），経年４０

年で長寿命化改修（機能改善），経年６０年で性能維持改修（予防保全），経年８０

年で改築）で試算すると，今後４０年間で必要となる金額は約２３６億円（５.８９

億円／年）となり，従来の建て替え中心の場合の３０１億円（７.５３億円／年）よ

り総額６５億円（１.６４億円／年）のコスト縮減が可能となる。 

これは，本学の過去５年度の施設整備関連経費の平均が３.６７億円／年に対して

毎年２.２２億円の不足額となり，現状の施設整備関連経費の維持が必須であり，更

なる多様な財源確保策の検討が必要である。 

上記グラフより，令和 2６年度あたりから経年８０年以上となる建物が増加する

ため改築が集中する。複数建物の集約化や適正規模の見直しで，更なるコスト縮減

や維持管理費の縮減を図るべく建物の配置計画等を検討していくことが必要であ

る。 
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３）更新コストと予算計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長寿命化型で試算した改修費用については，令和２年度から令和２５年度の年平均

費用は，自己資金として，０.９７億円／年（実績より０.１４億円増／年）を見込

む。また，改築が始まる令和２６年度以降の年平均費用は，改築中心となり長寿命化

改修需要が減るものの，自己資金として，０.２５億円／年（実績より０.５９億円増

／年）となる。 

今後，過去 5 年の予算の平均額０.８３億円／年を大幅に超えるため，早期に必要

額・不足額の財源検討が必要となる。 
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（千円／年） 更新コストの推移
改築 長寿命化改修 大規模改造

 過去５年の実績より 
   １４,０００千円 増額 
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補助金等 

自己資金 
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自己資金 

補助金等 

補助金等 

自己資金 

～第 3 期 第 3～7 期 中期目標・中期計画 第 7 期以降 

改築中心（80 年目以降） 長寿命化中心 



  

     国立大学法人福岡教育大学 

 33 
 

１０．長寿命化計画の継続的運用方針  

 

１０－１ 情報基盤の整備と活用 

建物を効率的かつ効果的に維持管理するためには，データベース等を作成して改修

や修繕の履歴を把握し，情報を見える化していくことが重要である。 

定期的な点検・診断結果を基に過去の改修や修繕履歴をデータベース化して管理し

ていくこととする。 

 

○データベース化の主な内容 

 ・建物（棟）名称 

 ・工事件名 

 ・工事内容（箇所・内容，改修年等） 

 ・契約金額 

 ・財源 

 ・図面 

 

 

１０－２ 推進体制等の整備 

 インフラ長寿命化推進体制は，下図の体制を基本として環境マネジメント課が主体

となって施設マネジメントを行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学長 

 理事 
  （企画・教育研究・附属学校・教育組織・カリキュラム担当） 
  （総務・財務担当） 
  （国際交流・社会連携担当） 

施設マネジメント体制 

役員会 

大学の運営方針を反映 
メンテナンスサイクルの実行 

部局長会議 環境マネジメント課 
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１０－３ フォローアップ 

本個別施設計画の取組（メンテナンスサイクル）を着実に実行し，個別施設計画の

充実を図るとともに，適時, 大学の運営方針を反映させ, 取組の方向性に示した内容

について, 継続して強化・発展させていく。 

 

■好循環サイクルの構築 

〇民間資金の活用，スペースチャージ，土地の貸付制度の活用等により，施設

の総量等に応じた多様な財源の確保 

〇確保した財源を更なる施設整備や維持管理に還元する等，好循環を生む仕組

みの構築 

 

■メンテナンスサイクルの構築 

人も建物も健全であるためには，適切な点検・保全を継続することが重要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予防保全・長寿命化により建物を適切に維持管理していくためには, 定期的な点検・

診断結果を踏まえ, 中長期的な計画を策定し, 当該計画に基づいて修繕や大規模改修

を行い「メンテナンスサイクル」を構築していく。 

 

点検・診断 ⇒ 計画策定 ⇒ 対策の実施 ⇒（次の点検・診断） 

 

（1）定期的な点検・診断 

・状態把握，損傷発見など 

・状態や損傷の程度の評価 

・損傷による影響の判断 

（2）計画策定 

・改修計画（修繕計画）の策定など 

（3）計画に基づく対策の実施 

・老朽化対策 

・施設・設備の改修 

・機能向上（バリアフリー等）  

・老朽化対策 

・長寿命化施設・設備への改修 

・機能向上（バリアフリー等） 

・安定的な維持管理費の確保 

（コスト減を維持管理費に充当） 

メンテナンスサイクルの構築 

・コスト抑制への取組 

・修繕・更新の優先順位の決定 

・予算の平準化 
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１０－４ 長寿命化計画の継続的運用方針 

■個別施設計画のフォローアップ 

 〇全ての施設を同等レベルで維持するためには多額の資金が必要 

 

 

 

 

〇インフラ長寿命化計画（個別施設計画）は，中期目標・中期計画に合わせ， 

6 年を１期とし，１期毎にフォローアップを行う 

 

 

 

 

 

 

改修ロードマップに沿って改修工事を実施 

②建物カルテ     

（劣化状況調査表）の更新 
①施設の点検・診断 

中期目標・中期計画 1 期（６年） 中期目標・中期計画 ２期 

   ④改修ロードマップ 

作成・更新 

③施設改修   
優先順位策定 

②建物カルテ     

（劣化状況調査表）の更新 
①施設の点検・診断 

改修ロードマップに沿って改修工事を実施 

今後の課題：施設の総量の最適化と重点的な整備 


